家庭科学習指導案
  　　　　　　　　　　　　　　　　 
  １　履修単位数　    ２単位
　２　実施日時　    平成○年○月○日　第○時限
　３　学  　級　    ○○ＨＲ（○名）
　４　使用教科書　　　明日を拓く高校家庭基礎（大修館）
　５　単元名　　　子どもを育てる
　６　単元設定の理由　
近年，少子化や核家族化がすすみ，高校生が子どもとかかわる機会も少なくなっている。そのため，子どもの発達や生活習慣，家庭生活の役割について認識させ，保育への関心を持たせることは，重要な学習である。（略）そこで子どもと関わることに関心を持ち，子どもを生み育てることの意義と親の役割と責任について認識させ，考えさせたいと思いこの単元を設定した。　　
７　単元の目標　　　
（1） 乳幼児の心身の発達と生活，親の役割と保育，子どもの育つ環境について理解し，子どもを生み育てることの意義を考えることができるようにする。

（2） 親や家族及び地域や社会の果たす役割について認識し，保育への関心を持つことができるようにする。
８　単元の評価規準　
	関心・意欲・態度
	思考・判断・表現
	技能
	知識・理解

	子どもを育てることについて関心をもち，実践的・体験的な活動を通して主体的に学習活動に取り組んでいる。
	子どもを育てることについて課題を見いだし，その解決を目指して思考を深め，適切に判断し，表現している。
	
	子どもの発達と保育について理解し，親や家族及び社会の果たすべき役割についての知識を身に付けている。


９　指導と評価の計画（１０時間）
第1次 子どもの成長と発達・生活と保育・・・・・４時間

第2次 子どもの遊び・健康と安全・・・・・・・・４時間（本時３／４）
　第１時　子どもの遊び①

　第２時　子どもの遊び②

　第３時　子どもの安全（本時）
　第４時　子どもの病気
第3次 親になること・子どもの権利と福祉・・・・２時間
	
	【ねらい】・◆学習活動
	評価の観点
	評価規準・評価方法

	
	
	関
	思
	技
	知
	

	第

１

次
	子どもの成長と発達，生活習慣を理解する。
	●
	
	
	●
	子どもの成長や発達，生活習慣に関心をもち，理解している。
（ワークシート）

	第

２

次
	子どもの遊びの意義を理解する。子どもの健康と安全について思考を深める。
	●
	●
	
	●
	子どもの遊びに関心をもち，遊びの意義を理解している。
（ワークシート）
子どもの健康と安全について考え，グループで意見をまとめ発表する。（観察）

	第

３

次
	親の責任と役割について理解する。今後の子育ての課題を見いだしその解決を目指して思考を深め，適切に判断し，工夫し創造する能力を身に付けている。
	
	●
	
	●
	親の責任と役割について理解している。（ワークシート）
社会的な子育て支援があることを理解する。

（ワークシート）


　10　本時の指導目標　
・子どもの家庭内事故を防ぐために，具体的な事例を通して考えさせ，そのポイントについて理解することができる。
・子どもの事故は，周囲の配慮で防げるものが多いことを理解し，対策について考えることができる。
　11　本時の展開
	時間

（分）
	学習活動
	指導上の留意点
	学習活動における具体の評価規準
	評価方法

	導入
（10分）


	・クレヨンしんちゃんのひまわりに注目する。乳幼児の死亡事故原因データを見て，本時の目標を知る。


	・興味，関心をもたせる。
	
	

	展開
（35分）
	・危険と思われる箇所を付箋で記入する。
・グループで考えを交流する。

・グループで発表を行う。
・大人が子どもの目線で確認した環境作りの必要性を知る。
	・付箋を用い，危険箇所を見つけ出させる。
・机間巡視を行いながら話し合いがうまく回転するようにヒントを出す。

・模造紙に事故別にまとめさせ，グループごとに発表させる。


	・子どもの家庭内事故を防ぐためにできる対応を考えている。
（思考・判断・表現）
・子どもの事故を防止する環境作りを理解する。
（知識・理解）
	観察
（取り組状況）

観察

（付箋への記述）
観察

（模造紙への記述）

観察（発表）



	まとめ
（5分）
	・子どもの事故を防ぐポイントについて理解したり，考えたことを振り返りシートに記述する。

	・事故防止の具体的な対策を理解させ考えさせる。
・子どもにとっては周囲の配慮が不可欠であることを確認し，まとめとする。
	・子どもの家庭内事故を
防ぐためにできることをまとめることができる。

（思考・判断・表現）
	振り返りシート











子どもの家庭内事故を未然に防ぐ対応を考えよう。








発表準備





子どもにとっての危険箇所


「なぜ危険なのか。事故防止のポイントについて考えよう。」








